
一

は
じ
め
に

立
命
館
大
学
で
は
、
多
く
の
貴
重
な
資
料
が
長
き
に
わ
た
り
収
集
・
保

存
、
研
究
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
資
料
を
調
査
し
、
研
究
に
活
用
す
る
素
地

が
形
成
さ
れ
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
先
人
た
ち
に
よ
っ
て
培
わ

れ
て
き
た
「
知
」
の
財
産
を
、
い
か
に
受
け
継
ぎ
、
次
の
時
代
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
外
部
資
料
を
借
用
・
デ
ジ
タ
ル
保
存
し
、
出
版
へ
と
つ
な
が

っ
た
事
例
と
し
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
・
貴
司
山
治
（
一
八
九
九
│
一
九

七
三
年
）
の
日
記
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
筆
者
が
本
学
大
学
院
に
お
い
て
、

資
料
撮
影
や
研
究
会
活
動
に
関
わ
り
、
そ
の
後
担
当
編
集
者
と
し
て
出
版
化

し
た
経
験
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
研
究
機
関
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
保
存
と
出
版
活
動
の
連
携
に
つ
い

て
も
考
え
て
み
た
い
。

二

資
料
の
委
託

二
〇
〇
七
年
、
貴
司
山
治
の
子
息
・
伊
藤
純
氏
よ
り
計
五
五
点
の
日
記
や

取
材
ノ
ー
ト
を
受
託
す
る
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
徳
島
県
立
文

学
書
道
館
で
開
催
さ
れ
た
「
昭
和
と
い
う
時
代
に
生
き
た
作
家

貴
司
山
治

（
�
）

展
」（
二
〇
〇
六
年
一
二
月
│
〇
七
年
一
月
）
で
あ
る
。
こ
の
展
覧
会
で
貴

司
の
原
稿
や
草
稿
な
ど
膨
大
な
第
一
次
資
料
が
公
開
さ
れ
、
そ
の
生
涯
と
文

学
活
動
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
な
お
、
日
記
群
は
、
本
学
図
書
館
貴
重
書
庫

で
一
時
保
管
さ
れ
た
の
ち
、
こ
の
徳
島
県
立
文
学
書
道
館
に
寄
託
さ
れ
て
い

る
。こ

こ
で
簡
単
に
、
貴
司
山
治
と
い
う
作
家
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
こ
う
。

貴
司
は
一
八
九
九
年
、
徳
島
県
鳴
門
に
生
ま
れ
た
。
本
名
・
伊
藤
好
市
。
大

阪
時
事
新
報
の
記
者
、
通
俗
小
説
家
を
経
て
、
一
九
二
八
年
、
日
本
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
作
家
同
盟
に
参
加
す
る
。
つ
ね
に
創
作
活
動
を
主
軸
と
し
、『
ゴ
ー

〔
大
会
記
録
〕
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
か
ら
出
版
ま
で

│
│
貴
司
山
治
日
記
を
事
例
に
│
│

白

井

か
お
り

三
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・
ス
ト
ッ
プ
』（
初
出
「
止
ま
れ
、
進
め
」）、「
舞
踏
会
事
件
」、「
同
志
愛
」

な
ど
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
大
衆
小
説
を
執
筆
公
刊
し
て
い
く
。
治
安
維
持
法
違
反

に
よ
る
数
回
の
勾
留
、
作
家
同
盟
解
散
に
よ
っ
て
、
情
勢
が
厳
し
く
な
っ
た

の
ち
も
、
東
京
地
下
鉄
争
議
関
係
者
と
の
文
学
サ
ー
ク
ル
や
雑
誌
『
文
学
案

内
』（
一
九
三
五
│
三
七
年
）
の
発
刊
な
ど
、
大
衆
と
の
連
帯
の
か
た
ち
を

追
究
し
続
け
た
。
ま
た
、
戦
時
期
に
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
を
旅
行
、
そ
の
後
京

都
府
胡
麻
郷
村
に
疎
開
し
て
開
拓
に
従
事
し
た
。
戦
後
は
、
大
衆
小
説
を
発

表
す
る
か
た
わ
ら
、
雑
誌
『
東
西
』（
一
九
四
六
年
）、『
暖
流
』（
一
九
六
一

│
七
三
年
）
の
発
刊
、
小
説
配
信
を
専
門
と
す
る
通
信
社
「
作
家
ク
ラ
ブ
」

（
の
ち
「
文
芸
社
」）
を
設
立
す
る
な
ど
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
も
そ
の
手

（
�
）

腕
を
振
る
っ
た
。

受
託
し
た
五
五
点
の
資
料
は
、
貴
司
が
徳
島
を
離
れ
る
直
前
の
一
九
一
九

年
か
ら
一
九
六
八
年
ま
で
の
お
よ
そ
半
世
紀
に
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。
市
販

の
自
由
日
記
・
当
用
日
記
が
大
部
分
だ
が
、
一
部
断
簡
と
な
っ
た
も
の
も
あ

る
。
だ
だ
し
、
こ
れ
だ
け
の
日
記
を
残
し
な
が
ら
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運

動
に
か
か
わ
っ
て
い
た
一
九
二
八
年
五
月
か
ら
一
九
三
四
年
三
月
二
五
日
ま

で
は
、
意
図
的
に
記
録
す
る
こ
と
を
や
め
て
い
る
た
め
日
記
は
存
在
し
な

い
。ま

た
、
日
々
の
日
記
以
外
に
は
、
一
九
三
二
年
に
起
き
た
東
京
地
下
鉄
争

議
の
関
係
者
に
取
材
し
た
「
地
下
鉄
争
議
ノ
ー
ト
」（
一
九
三
三
年
）
や
、

戦
時
期
に
内
モ
ン
ゴ
ル
・
華
北
地
方
を
旅
行
し
、
そ
の
行
政
と
風
俗
、
要
人

と
の
交
流
を
記
録
し
た
「
蒙
古
日
記
」（
一
九
四
三
年
九
月
│
一
一
月
）
五

冊
も
あ
っ
た
。

三

研
究
会
の
結
成

こ
う
し
た
貴
重
な
資
料
が
人
目
に
触
れ
な
い
ま
ま
劣
化
し
散
逸
す
る
こ
と

を
防
ぐ
た
め
、
そ
し
て
膨
大
な
資
料
を
体
系
的
に
閲
覧
で
き
る
こ
と
か
ら
、

す
ぐ
に
デ
ジ
タ
ル
保
存
が
検
討
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
資
料
の
保
存
・
公
開
を
目
的
と
し
て
、「
貴
司
山
治
研
究
会
」

を
結
成
す
る
。
こ
の
研
究
会
に
は
、
本
学
教
授
の
中
川
成
美
教
授
を
代
表
と

し
て
、
貴
司
山
治
子
息
の
伊
藤
純
氏
や
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
や
そ
の
周
辺

の
作
家
を
研
究
す
る
院
生
・
学
部
生
、
卒
業
生
ら
が
参
加
し
た
。
そ
の
主
な

活
動
は
、
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
と
研
究
会
活
動
で
あ
る
。

資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
は
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
〜
〇
八
年
三
月
に
か

け
て
、
院
生
・
学
部
生
の
有
志
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

こ
う
し
た
作
業
と
並
行
し
て
、
研
究
会
が
月
に
一
回
開
催
さ
れ
た
。
二
〇

〇
七
年
六
月
か
ら
〇
八
年
七
月
ま
で
に
一
二
回
開
か
れ
、
貴
司
山
治
の
文
学

（
�
）

的
・
文
化
的
価
値
の
調
査
と
し
て
、
貴
司
山
治
作
品
を
輪
読
し
た
。
現
在
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
研
究
者
は
そ
れ
ほ
ど
多
い
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ

り
、
貴
司
山
治
研
究
も
そ
れ
ほ
ど
進
ん
で
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、

幸
い
に
も
本
学
に
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
を
専
門
と
す
る
院
生
・
学
部
生
が

多
く
い
る
こ
と
か
ら
、
貴
司
山
治
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
学
運
動
や
そ
の

時
代
を
知
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う

な
研
究
会
活
動
を
通
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
意
義
が
明
確
化
さ
れ
、
公
開

の
必
要
性
を
共
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
か
ら
出
版
ま
で

三
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あ
ら
た
め
て
受
託
し
た
貴
司
山
治
資
料
を
見
て
み
よ
う
。
日
記
は
日
常
の

雑
事
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
個
人
の
行
動
や
思
想
を
捉
え
る
上
で

重
要
な
資
料
で
あ
る
。
し
か
し
、
貴
司
の
日
記
は
検
証
材
料
と
し
て
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、「
日
記
自
体
が
一
種
の
自
己
表
現
、
自
己
表
明
の
�
作
品
�

と
し
て
意
識
さ
れ
て
」
お
り
、
後
世
の
人
に
「
議
論
を
ふ
っ
か
け
て
い
る
、

（
�
）

と
い
う
趣
が
強
い
」
と
伊
藤
純
氏
は
指
摘
す
る
。

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
や
当
時
の
思
想
や
世
相
を
考
察
す
る
同
時
代
資

料
と
し
て
も
高
い
価
値
が
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
三
四
年
三
月
二
六
日
の
日

記
に
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
状
況
が
詳
細
に
綴

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
に
し
て
一
〇
〇
枚
近
く
も
あ

り
、
日
記
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
六
年
間
の
空
白
を
埋
め
る
か
の
よ

う
で
あ
る
。
ま
た
、
の
ち
に
伊
藤
氏
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
作
家

・
小
林
多
喜
二
の
死
後
刊
行
さ
れ
た
、『
小
林
多
喜
二
全
集
』
の
編
纂
過
程

（
�
）

が
、
日
記
の
記
述
を
も
と
に
解
き
明
か
さ
れ
て
い
る
。

同
時
代
的
資
料
と
し
て
歴
史
的
瞬
間
に
際
し
た
生
の
声
も
表
さ
れ
た
。
二

・
二
六
事
件
が
起
き
た
そ
の
日
の
日
記
に
は
、「
わ
れ
�
�
は
東
京
に
住
ん

で
、
こ
う
い
ふ
こ
と
に
近
頃
馴
れ
つ
こ
に
な
つ
て
驚
か
な
く
な
つ
て
し
ま
つ

た
が
、
も
う
少
し
事
の
本
質
に
対
し
て
敏
感
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

だ
。（
中
略
）
こ
の
事
件
で
、
憲
法
が
停
止
さ
れ
た
り
軍
事
政
府
が
出
来
た

り
は
し
な
い
が
、
合
法
的
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
政
治
段
階
へ
一
足
飛
び
に
行
っ

て
し
ま
ふ
」
と
、
戒
厳
令
下
の
東
京
の
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

四

資
料
の
公
開
、
出
版
へ

デ
ジ
タ
ル
化
が
完
了
す
る
と
公
開
方
法
が
検
討
さ
れ
た
。
関
係
者
だ
け
が

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
所
有
し
て
い
る
だ
け
で
は
活
用
さ
れ
る
機
会
が
限
ら
れ

る
た
め
、
出
版
化
へ
と
話
が
進
ん
だ
。
翻
刻
・
影
印
本
で
は
膨
大
な
時
間
や

コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
、
あ
わ
せ
て
、
貴
司
本
人
や
代
筆
に
よ
っ
て
浄
書
さ

れ
た
こ
と
で
文
字
が
比
較
的
読
み
や
す
い
こ
と
か
ら
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
で
の
発
刊

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

出
版
に
あ
た
り
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
専
門
の
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
多

く
の
研
究
者
が
活
用
で
き
る
よ
う
、
編
集
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
筆
者
は
当

時
、
近
代
文
学
や
近
代
史
の
雑
誌
や
資
料
群
の
復
刻
版
を
主
に
扱
っ
て
い
る

出
版
社
に
勤
務
し
て
お
り
、
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
の
編
集
担
当
と
な
っ
た
。

先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
貴
司
の
資
料
の
中
に
は
、
日
々
の
日
記
の
ほ
か

に
、
取
材
ノ
ー
ト
や
旅
行
記
も
含
ま
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
膨
大
な
ペ
ー
ジ

数
の
た
め
、
日
々
の
日
記
を
貴
司
の
疎
開
し
た
一
九
四
五
年
を
境
に
二
枚
に

分
け
、
そ
の
他
の
「
地
下
鉄
争
議
ノ
ー
ト
」「
蒙
古
日
記
」
を
そ
れ
ぞ
れ
分

類
し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
四
枚
に
収
録
し
た
。

画
像
の
収
録
に
あ
た
っ
て
は
、
資
料
保
存
の
観
点
か
ら
撮
影
さ
れ
た
白
紙

ペ
ー
ジ
も
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
削
除
し
た
。
ま
た
、
日
記
は
、
日
常
の

記
録
や
心
情
を
率
直
に
語
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
魅
力
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、

同
時
に
他
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
犯

罪
歴
や
病
歴
に
配
慮
し
、
該
当
箇
所
を
伏
せ
る
な
ど
の
処
理
を
施
し
た
。

三
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さ
て
、
膨
大
な
資
料
集
を
利
用
す
る
と
き
、
最
初
か
ら
全
部
読
ん
で
い
く

よ
り
も
、
目
次
や
索
引
な
ど
を
た
よ
り
に
目
当
て
の
箇
所
を
探
し
当
て
る
こ

と
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
機
能
を
有
効
利
用
で
き
る
の
が
デ
ジ
タ
ル
出
版

で
あ
る
。

貴
司
山
治
資
料
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
で
は
、
簡
便
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
日
付
検
索

と
人
名
検
索
を
付
す
こ
と
に
な
っ
た
。
日
記
と
い
う
資
料
の
性
質
上
、
日
付

検
索
を
付
け
る
こ
と
は
当
然
有
益
と
い
え
る
が
、
さ
ら
に
人
名
検
索
を
付
し

た
の
で
あ
る
。
貴
司
山
治
の
取
材
先
や
創
作
活
動
を
追
う
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
同
時
代
に
生
き
た
人
々
の
様
子
も
間
接
的
に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
か

ら
だ
。
日
記
に
は
、
小
林
多
喜
二
、
中
野
重
治
、
徳
永
直
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

作
家
だ
け
で
な
く
、
戦
時
期
に
情
報
局
情
報
官
と
し
て
言
論
統
制
を
行
っ
た

鈴
木
庫
三
、
読
売
新
聞
社
社
長
の
正
力
松
太
郎
な
ど
多
彩
な
人
物
が
登
場
す

る
。
そ
の
広
汎
な
人
名
検
索
は
二
万
五
千
件
に
も
及
ん
だ
。

製
作
に
あ
た
っ
て
は
、
日
記
本
文
を
す
べ
て
読
み
こ
み
、
名
前
と
日
付
を

抽
出
し
て
い
る
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
や
婚
姻
な
ど
で
複
数
の
名
前
を
持
つ
人
物
の

た
め
に
は
、「
統
合
氏
名
」
欄
を
配
し
た
。
ど
の
名
前
か
ら
検
索
を
行
っ
て

も
す
べ
て
の
名
前
が
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
途

方
も
な
い
複
雑
な
作
業
は
、
研
究
会
の
方
々
の
ご
尽
力
に
よ
る
。

そ
の
他
、
冊
子
体
の
『
貴
司
山
治
研
究
』
の
編
集
も
行
っ
た
。
こ
れ
は
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
の
案
内
書
で
あ
る
が
、
貴
司
山
治
の
研
究
書
と
し
て
の
役
割
も
担

っ
て
い
る
。

貴
司
山
治
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
研
究
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
が
、
こ
の
膨
大
な
日
記
群
を
前
に
し
た
と
き
、
そ
の
枠
組
み
だ

け
で
は
捉
え
き
れ
な
い
と
考
え
、
中
国
自
治
領
の
研
究
を
さ
れ
て
い
る
森
久

男
氏
に
「
蒙
古
日
記
」
の
解
説
を
、
農
業
史
の
研
究
を
さ
れ
て
い
る
安
岡
健

一
氏
に
は
貴
司
が
疎
開
・
入
植
し
た
京
都
胡
麻
郷
村
で
の
戦
時
・
戦
後
の
開

拓
運
動
の
解
説
を
依
頼
し
た
。
こ
れ
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
貴
司
山
治

資
料
を
と
ら
え
る
こ
と
で
、
活
用
の
場
を
拡
げ
よ
う
と
し
た
の
だ
。
解
題
に

は
、
貴
司
山
治
研
究
会
の
結
成
か
ら
関
わ
っ
て
き
た
、
本
学
出
身
の
研
究
者

が
担
当
し
て
い
る
。
解
説
・
解
題
の
ほ
か
に
、
関
連
の
資
料
も
収
録
し
た
。

こ
の
よ
う
な
編
集
を
へ
て
、
二
〇
一
一
年
一
月
『
貴
司
山
治
全
日
記

Ｄ

Ｖ
Ｄ
版
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
大
学
図
書
館
・
公
共
図
書
館
に
所
蔵

さ
れ
、
多
く
の
研
究
者
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

五

お
わ
り
に

「
立
命
館
の
『
知
』
の
財
産
│
│
資
料
発
掘
・
整
理
と
そ
の
研
究
」
と
い

う
テ
ー
マ
の
も
と
、
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
保
存
・
出
版
の
一
例
と
し
て
、「
貴

司
山
治
」
と
い
う
作
家
の
日
記
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
こ
の
よ
う
な
実
績
が

認
め
ら
れ
て
か
、
現
在
も
本
学
で
貴
重
な
資
料
を
借
用
し
、
デ
ジ
タ
ル
保
存

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

作
家
や
個
人
所
蔵
者
の
死
後
、
資
料
が
死
蔵
・
散
逸
す
る
こ
と
が
し
ば
し

ば
あ
る
。
資
料
的
価
値
を
見
出
さ
れ
た
も
の
が
、
出
版
を
通
じ
て
公
開
さ
れ

る
こ
と
が
今
後
の
研
究
活
動
を
さ
ら
に
活
発
化
さ
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
ご
遺
族
の
伊
藤
純
氏
を
は
じ
め
、
緻
密
な
作
業
を
長

期
に
渡
り
行
っ
て
下
さ
っ
た
研
究
会
の
方
々
な
し
に
、
こ
の
出
版
は
成
し
遂

資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
か
ら
出
版
ま
で

三
七



げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

注（
１
）
出
版
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
中
川
成
美
「
文
学
者
・
貴
司
山

治
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
」（『
貴
司
山
治
研
究
』
不
二
出
版
、
二
〇

一
一
年
）
に
詳
し
い
。

（
２
）
貴
司
山
治
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、『
貴
司
山
治
研
究
』（
不
二
出
版
、

二
〇
一
一
年
）
の
各
解
説
・
解
題
を
参
照
し
た
。

（
３
）
詳
細
に
つ
い
て
は
「
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
研
究
活
動
報

告

二
〇
〇
七
年
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
」（『
ア
ー
ト
リ
サ
ー
チ
』

九
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
４
）
伊
藤
純
「
貴
司
山
治
日
記
の
概
要
」『
貴
司
山
治
研
究
』
前
掲
書
。

（
５
）
伊
藤
純
「
小
林
多
喜
二
全
集
の
編
纂
過
程
│
『
貴
司
山
治
日
記
』

に
み
る
そ
の
表
裏
」（『
立
命
館
言
語
文
化
研
究
』
二
三
巻
三
号
、
二

〇
一
二
年
二
月
）、
同
「『
小
林
多
喜
二
全
集
』
の
編
纂
過
程
〔
戦
前

編
〕│
貴
司
山
治
資
料
な
ど
か
ら
の
検
討
」（『
フ
ェ
ン
ス
レ
ス
』
創

刊
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
）。

（
し
ら
い
・
か
お
り

本
学
研
修
生
）
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